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は じ め に

本 論 文 は ，1 9 1 8 年 に ロ ン ド ン で 設 立 さ れ た「 ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ の た め の 大 学 間 協 議

会 ( t h e  J o i n t  U n i v e r s i t y  C o u n c i l  f o r  S o c i a l  S t u d i e s ）： 以 下 「 協 議 会 」 と 略

記 ) 」を取 り上 げ，議 事 録 を分 析 することでそこでの議 論 と活 動 を明 らかにするものである。

設 立 当 時 の 「 協 議 会 」 の 主 た る 目 的 は ， イ ギ リ ス の 大 学 に 設 置 さ れ て い た ソ ー シ ャ ル ・

ス タ デ ィ 学 科 の 活 動 を 調 整 し ， 発 展 さ せ る こ と に あ っ た 。 す で に イ ギ リ ス の 各 大 学 で は ，

1 9 0 0 年 代 前 半 か ら ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ 学 科 が 設 け ら れ て お り ，そ こ で は ，主 と し て ソ ー

シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 が お こ な わ れ て い た 。 ま た ， イ ギ リ ス で は こ の 時 期 ， 相 互 扶 助 や

チャリティといった民 間 福 祉 に加 えて，老 齢 年 金 などの国 家 福 祉 が拡 大 した。2 0 世 紀 前 半 ，

福 祉 社 会 が 拡 大 し て い く な か で ， 大 学 に お い て も ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 が 担 わ れ た

の で あ る 。  

本 論 文 で 取 り 上 げ る 「 協 議 会 」 を 取 り 扱 う 先 行 研 究 は ， さ ほ ど 多 く な い 。 チ ャ ッ プ マ ン

は ，「 協 議 会 」 の 後 継 団 体 で あ る 大 学 間 協 議 会 ( T h e  J o i n t  U n i v e r s i t y  C o u n c i l ) 公

共 政 策・行 政 委 員 会 ( P u b l i c  A d m i n i s t r a t i o n  C o m m i t t e e  ( P A C )  ) の 起 源 と し て「 協

議 会 」を と ら え ，そ の 初 期 の 活 動 を 概 観 し て い る 1 。こ れ ま で「 協 議 会 」が さ ほ ど 注 目 さ

れ て こ な か っ た の に は 理 由 が あ る 。一 つ に は ，ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ 学 科 の 多 く が ，当 時 ，

正 規 の 学 部 ・ 学 科 で は な く ， 大 学 成 人 教 育 の 領 域 に 位 置 づ け ら れ て い た か ら で あ る 。 こ の

こ と は ， 大 学 の ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ 学 科 が 単 独 で は ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー を 養 成 す る こ

と が で き ず ， 女 性 セ ツ ル メ ン ト や 成 人 教 育 機 関 と 連 携 し て 教 育 し て い た こ と に よ る 。 そ の

た め ， 学 位 の 授 与 に つ い て も 課 題 が あ り ， 大 学 で の 研 究 ・ 教 育 と い う 点 で ， ソ ー シ ャ ル ・

ス タ デ ィ は そ の 周 縁 に 位 置 づ け ら れ ， さ ほ ど 注 目 さ れ て こ な か っ た 。

一 方 ，1 9 世 紀 末 か ら 2 0 世 紀 初 頭 に か け て の 大 学 成 人 教 育 を み て み る と ，大 学 拡 張 運 動 ，

労 働 者 教 育 協 会 ( W o r k e r s ’  E d u c a t i o n a l A s s o c i a t i o n ： 以 下 W E A と 略 記 ) に よ る

チ ュ ー ト リ ア ル ・ ク ラ ス 運 動 ， そ し て 大 学 セ ツ ル メ ン ト 運 動 が そ の 中 心 を な し て き た 。 と

く に ， オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大 学 や ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学 に お け る 運 動 に そ の 焦 点 が 当 て ら れ て き

た 。大 学 史 研 究 に お け る こ う し た 大 学 成 人 教 育 の 動 き は ，1 9 世 紀 オ ッ ク ス ブ リ ッ ジ で の 大

学 改 革 に お け る 「 世 俗 化 ( s e c u l a r i z a t i o n ) 」 と 「 国 民 化 ( n a t i o n a l i z a t i o n ) 」 に 位

置 づ け て と ら え ら れ ，「 大 学 の 門 戸 を 幅 広 く 国 民 各 階 層 に 開 く 」 も の で あ っ た と 理 解 さ れ  

る 2 。大 学 成 人 教 育 は ，主 と し て 大 学 人 が 構 外 に 出 て い き ，大 学 教 育 に 与 る こ と が で き な

か っ た 中 流 階 級 の 女 性 や 労 働 者 成 人 に 対 し て 講 義 や 教 育 活 動 を 展 開 し ， 大 学 文 化 を 拡 大 さ
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せ る も の で あ っ た 。  

他 方 で こ の 時 期 の 大 学 成 人 教 育 は ， 大 学 人 が 労 働 者 階 級 の 人 々 の 生 活 に つ い て 理 解 を 深

め ， 社 会 福 祉 活 動 や 教 育 活 動 を 展 開 す る な か で 彼 ら の 生 活 の 向 上 に 寄 与 す る こ と を 目 指 す

動 き も 含 ん で い た 。 大 学 セ ツ ル メ ン ト 運 動 が そ う で あ る 。 ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ は 大 学 セ

ツ ル メ ン ト 運 動 の 展 開 に 位 置 づ く も の で あ り ， 貧 困 ， 疾 病 老 齢 な ど に よ り 困 難 な 状 況 に あ

る 人 々 が 直 面 す る 問 題 や 社 会 的 状 況 を 理 解 し ， そ う し た 人 々 を 援 助 す る ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー

カ ー を 養 成 す る 教 育 を 大 学 で お こ な う も の で あ っ た 。 し か し な が ら 先 行 研 究 で は ， 大 学 セ

ツ ル メ ン ト 運 動 を 取 り 上 げ て も ，ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ に つ い て は さ ほ ど 注 目 し て こ な か っ

た 。  

そ こ で 本 論 文 で は ，「 ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ の た め の 大 学 間 協 議 会 」に 焦 点 を あ て ，議 事

録 を 分 析 し ， そ こ で の 議 論 と 活 動 を 考 察 す る こ と を 目 的 と す る 。 具 体 的 に は ， 第 一 に 「 協

議 会 」 で の 議 論 を 理 解 す る た め に ， 前 史 と し て 大 学 で の ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ を 実 証 的 に

明 ら か に す る 。バ ー ミ ン ガ ム 大 学 に お け る ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ・コ ー ス の 変 遷 と ソ ー シ ャ

ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 に つ い て 検 討 す る 。 次 に ，「 協 議 会 」 の 議 事 録 を 分 析 し ，「 協 議 会 」 の

組 織 ，「 協 議 会 」 で の 議 論 と 実 際 の 活 動 を 明 ら か に す る 。「 協 議 会 」 で の 議 論 と そ の 活 動 を

検 討 す る こ と は ， 関 係 す る 大 学 が 連 携 し な が ら 社 会 と 向 き 合 っ た 新 た な 大 学 成 人 教 育 の 一

側 面 を 明 ら か に す る 研 究 の 基 礎 と な る と 考 え る 。  

主 た る 史 料 は ，「 協 議 会 」の 議 事 録 と パ ン フ レ ッ ト で あ る 3 。そ の 他 に バ ー ミ ン ガ ム 大 学

ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ 委 員 会 の 年 次 報 告 書 や 議 事 録 ，学 長 の 年 次 報 告 書 を 用 い る 4 。な お ，

本 論 文 で 分 析 の 対 象 と す る 期 間 は ，協 議 会 が 誕 生 し た 1 9 1 8 年 か ら ，「 協 議 会 」が 名 称 変 更

し 公 共 政 策 へ と 方 向 を 転 換 す る 1 9 3 5 年 ま で と す る 。  

 

１ ． 大 学 に お け る ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ  

  イ ギ リ ス で は ， 先 に 述 べ た よ う に ， い く つ か の 大 学 が 2 0 世 紀 初 頭 に ソ ー シ ャ ル ・ ス タ

デ ィ 学 科 を 成 人 教 育 あ る い は 構 外 教 育 の 部 門 の な か に 設 け て い た 。1 9 0 4 年 に リ バ プ ー ル 大

学 が ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ 学 科 を 開 設 し た の を ス タ ー ト に ，1 9 0 8 年 に バ ー ミ ン ガ ム 大 学 が

ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ ・ コ ー ス を ， そ し て 1 9 1 2 年 に ロ ン ド ン 経 済 学 ス ク ー ル が 社 会 福 祉

行 政 学 科 を 設 け た 。 後 述 す る が ，「 協 議 会 」 で 中 心 的 役 割 を 果 た し た こ れ ら 大 学 は ， 2 0 世

紀 初 頭 に す で に ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ を 取 り 入 れ て お り ， そ こ で の 実 践 が 「 協 議 会 」 設 立

の 素 地 と な っ た と 考 え ら れ る 。本 節 で は ，「 協 議 会 」設 立 以 前 の 大 学 に お け る ソ ー シ ャ ル・

ス タ デ ィ の 展 開 に つ い て 「 協 議 会 」 の 基 盤 と い う 観 点 で バ ー ミ ン ガ ム 大 学 の 事 例 を 考 察 す

る 。  

 

１ － １  バ ー ミ ン ガ ム 大 学 に お け る 労 働 者 成 人 教 育 と ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ  

バ ー ミ ン ガ ム 大 学 で の ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ は ， 1 9 0 5 - 0 6 年 の ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ・

コ ー ス か ら 始 ま っ た 。学 長 が 大 学 の 評 議 会 ( C o u n c i l ) に 毎 年 提 出 す る 報 告 書 に は ，1 9 0 5 -

0 6 年 度 は ，「 大 学 拡 張 及 び ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ 計 画 と し て 知 ら れ る 事 業 に 多 く の 時 間 が

費 や さ れ ，配 慮 が な さ れ た 。後 者 ( ソ ー シ ャ ル ・ス タ デ ィ 計 画：筆 者 注 ) は ，労 働 者 教 育 の

会 議 の成 果 」であったと記 されている 5 。ここで学 長 オリバー・ロッジ ( S i r  O l i v e r  L o d g e )

の い う 「 労 働 者 教 育 の 会 議 」 と は ， 労 働 者 教 育 協 会 ( W E A ) が バ ー ミ ン ガ ム で 開 催 し た 第 2

回 年 次 大 会 の こ と で あ る 。バ ー ミ ン ガ ム 大 学 は ，当 該 年 度 に W E A が 主 導 す る 成 人 教 育 運 動

に 参 画 し ，W E A の 加 盟 団 体 と な っ て そ の 活 動 を 支 援 し た 。そ の 一 つ に ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ・

コ ー ス の 実 施 が あ っ た の で あ る 。  

1 9 0 5 - 0 6 年 度 に バ ー ミ ン ガ ム 大 学 が W E A か ら の 受 講 生 を 主 た る 対 象 と し て 計 画 ・ 実 施

し た ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ ・ コ ー ス は ， 毎 週 火 曜 日 午 後 8 時 1 5 分 か ら お こ な わ れ た 全 5

科 目 2 5 回 の 講 義 コ ー ス で あ っ た 。 後 に 「 協 議 会 」 の 議 長 を つ と め る 2 人 が 講 義 を 担 当 し

て い る 。ミ ュ ア ヘ ッ ド ( J .  H .  M u i r h e a d ) が「 社 会 理 想 」を ，ア シ ュ リ ー ( W .  J .  A s h l e y )

が「 産 業 団 体 」を 講 義 し た 。コ ー ス の 計 画 に あ た っ て 大 学 内 に 大 学 人 だ け で の ソ ー シ ャ ル・
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ス タ デ ィ 実 行 委 員 会 が 組 織 さ れ た 。 こ の 実 行 委 員 会 が コ ー ス の 実 施 を 担 っ た 6 。  

バ ー ミ ン ガ ム 大 学 に お け る ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ は ，W E A と 連 携 し て 実 施 し た 労 働 者 成 人

の た め の 教 育 コ ー ス か ら は じ ま っ た 。こ の こ と は ，学 長 の 年 次 報 告 書 の な か で ソ ー シ ャ ル・

ス タ デ ィ ・ コ ー ス に つ い て 記 載 さ れ た 節 の タ イ ト ル が 「 市 及 び 地 区 と の 交 流 」 で あ っ た こ

と に 示 さ れ る よ う に ， ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ が バ ー ミ ン ガ ム 大 学 に と っ て 存 立 す る 地 域 と

の関 わりと捉 えられ，正 規 の教 育 ではなく構 外 教 育 に位 置 づけられることにつながった 7 。  

 

１ － ２  バ ー ミ ン ガ ム 大 学 に お け る ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成  

1 9 0 5 - 0 6 年 に 始 ま っ た ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ ・ コ ー ス は ， 1 9 0 8 - 0 9 年 に 大 き く 変 化 す

る 。 バ ー ミ ン ガ ム 大 学 は ， ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ に 重 点 を 置 き ， よ り 総 合 的 な 計 画 を 立 て

教 育 内 容 の 充 実 を 図 っ た 。ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ・コ ー ス を W E A と 連 携 し た 労 働 者 成 人 教

育 か ら ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 へ と 方 向 転 換 を 図 っ た の で あ る 。  

1 9 0 8 - 0 9 年 の コ ー ス で は ，ソ ー シ ャ ル・ワ ー カ ー に 必 要 な 経 済 学 ，法 学 ，衛 生 学 領 域 の

科 目 が 新 た に 配 置 さ れ た 。具 体 的 に は「 産 業 史 」，「 経 済 分 析 」，「 統 計 の 方 法 」，「 産 業 条 件 」，

「 イ ギ リ ス の 憲 法 」，「 イ ン グ ラ ン ド 地 方 政 府 」，「 ソ ー シ ャ ル・ワ ー カ ー の た め の 法 律 」，「 衛

生 学 ・公 衆 衛 生 」，「 ソ ー シ ャ ル ・ワ ー ク の 目 的 と 方 法 」の 9 科 目 で あ る 。ま た ，受 講 対 象

が 労 働 者 成 人 で は な く な っ た の で ， 講 義 は 昼 間 に 開 講 す る よ う 計 画 さ れ た 。 さ ら に ， こ う

し た 講 義 に 加 え て ， 救 貧 法 関 係 施 設 ， 学 校 ， 裁 判 所 と い っ た 行 政 関 係 施 設 ， 公 衆 衛 生 関 係

施 設 ， 工 場 な ど の 産 業 関 連 施 設 へ の 見 学 が 組 織 さ れ た 。 合 わ せ て ， 受 講 生 に 講 義 後 に 試 験

を 課 し ， 合 格 者 に 資 格 証 明 書 を 授 与 す る こ と と し た 8 。  

1 9 1 0 - 1 1 年 に は ，見 学 に 加 え て 実 習 が 導 入 さ れ た 。こ れ に よ り ，ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ・

コ ー ス は ，こ の 後 ， 講 義 ， 見 学 ， 実 習 の 3 つ で 構 成 さ れ る こ と と な っ た 。ま た ，試 験 と レ

ポ ー ト に よ り 合 格 し た 受 講 生 に 対 し て デ ィ プ ロ マ を 授 与 す る 方 針 が 明 確 に 打 ち だ さ れ た 。

大 学 と そ の 他 の 教 育 機 関 と の 違 い は ， 大 学 が 学 位 授 与 権 を も つ と い う 点 に あ る 。 し か し な

が ら ，ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ・コ ー ス で は ，B A な ど の 第 一 学 位 で は な く デ ィ プ ロ マ の 授 与

に と ど ま っ た 。 こ れ に よ っ て ， 大 学 と そ の 他 の 教 育 機 関 と の 養 成 の 差 異 化 や ， 教 育 の 高 度

化 が 解 決 す べ き 課 題 で あ り 続 け る こ と に な っ た 。  

バ ー ミ ン ガ ム 大 学 は ， 実 習 を 外 部 の 関 連 機 関 と 連 携 し て 実 施 し た 。 具 体 的 に は ， バ ー ミ

ン ガ ム 女 性 セ ツ ル メ ン ト ( t h e  B i r m i n g h a m  W o m e n ’ s  S e t t l e m e n t ) ， 成 人 教 育 機 関 で

あ る ウ ッ ド ブ ル ッ ク ( W o o d b r o o k e ) ，バ ー ミ ン ガ ム 慈 善 組 織 協 会 ( B i r m i n g h a m  C h a r i t y  

O r g a n i s a t i o n  S o c i e t y ) ，バ ー ミ ン ガ ム 市 救 護 協 会 ( t h e  C i t y  o f  B i r m i n g h a m  A i d  

S o c i e t y ) の 協 力 を 得 て ，実 習 を お こ な っ た 。例 え ば 女 性 セ ツ ル メ ン ト の 場 合 ，副 寮 長 で あ

る マ シ ス ン ( M a t h e s o n ,  M .  C . ) に よ っ て 実 習 が 実 施 さ れ た 。 ワ ー ク ハ ウ ス ， 診 療 所 ， 癲

癇 コ ロ ニ ー ，障 が い 児 ホ ー ム ，盲 聾 唖 肢 体 不 自 由 児 の 学 校 ，少 年 裁 判 所 ，プ ロ ベ ー シ ョ ン・

サ ー ビ ス ( p r o b a t i o n  s e r v i c e ) ， イ ン ダ ス ト リ ア ル ・ ス ク ー ル ， 病 院 ， 基 礎 学 校 ( 公 衆

衛 生 教 育 と 家 政 教 育 ) ， 工 場 で の 実 習 が 計 画 ， 実 施 さ れ た 9 。  

次 に ， ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ ・ コ ー ス の 受 講 生 に つ い て み て い く 。 初 期 の 受 講 生 数 は ，

毎 年 2 0 名 強 で あ っ た 。1 9 1 0 年 の 受 講 生 数 は 2 1 名 で う ち 1 6 名 が 女 性 で あ っ た 。1 9 1 1 年

の 受 講 生 数 は 2 3 名 で 2 0 名 が 女 性 で あ っ た 。 受 講 生 の 大 半 が 女 性 で あ っ た こ と が わ か る 。

こ う し た 受 講 生 の う ち ， デ ィ プ ロ マ を 取 得 で き た の は お よ そ 6 割 で あ っ た 。 1 9 0 9 年 か ら

1 6 年 ま で に デ ィ プ ロ マ を 取 得 し た 受 講 生 は ，9 7 名 で あ っ た 。1 9 1 0 年 の 受 講 生 は 2 1 名 で

あ っ た が ，デ ィ プ ロ マ 取 得 者 は 1 4 名 で あ っ た 。1 9 1 1 年 も 同 様 で ，受 講 生 数 は 2 3 名 で あ っ

た が ，デ ィ プ ロ マ 取 得 者 は 1 2 名 で あ っ た 。デ ィ プ ロ マ 取 得 者 の な か で も 優 秀 な 成 績 を 修 め

た 者 に 与 え ら れ る「 優 等 」の 成 績 を 修 め た の は ， 9 7 名 中 わ ず か 1 1 名 で あ っ た 。厳 格 な 評

価 が お こ な わ れ て い た 。  

デ ィ プ ロ マ を 取 得 し 卒 業 し た 受 講 生 は ， 関 係 の 職 に 就 く こ と が で き た と い う 。 報 告 書 に

よ れ ば ， 慈 善 組 織 協 会 の セ ク レ タ リ ， 病 院 ア ル モ ナ ー ( h o s p i t a l  a l m o n e r ) ， 職 業 紹 介

所 ( L a b o u r  E x c h a n g e s ) 職 員 ， 大 規 模 工 場 の 福 祉 職 員 ， 救 援 ギ ル ド の ア シ ス タ ン ト ， 哲

戦間期イギリスにおける「ソーシャル・スタディのための大学間協議会」での議論 
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学 協 会 の セ ク レ タ リ と い っ た 職 に 就 い た 1 0 。  

バ ー ミ ン ガ ム 大 学 は ， 女 性 セ ツ ル メ ン ト や ウ ッ ド ブ ル ッ ク 等 と 連 携 す る こ と に よ っ て 地

域 の 学 校 ， 福 祉 施 設 ， 家 庭 に 受 講 生 に 実 習 と し て 実 地 に 援 助 を お こ な う 場 や 機 会 を 組 織 す

る こ と が で き た 。 福 祉 領 域 の 高 度 な 知 識 と 技 術 を も っ た 高 度 専 門 職 業 人 を 輩 出 し た 。 大 学

成 人 教 育 の 視 点 か ら み る と ， 大 学 で の ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ は ， こ れ ま で 大 学 で 学 ぶ こ と

が で き な か っ た 女 性 た ち に 大 学 の 門 戸 開 放 を 進 め た 事 例 と も 解 釈 で き る 。 ま た ， 成 人 教 育

に よ っ て 社 会 の 根 底 で 困 難 さ を 抱 え る 人 々 を 支 援 し ， そ れ が 社 会 の 安 寧 や 改 革 に つ な が る

と 考 え ， ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ を 支 援 し た 大 学 人 に と っ て ， 現 実 の 社 会 と 結 び つ い て 社 会

の 課 題 に 向 き 合 う 機 会 と な っ て い た と 考 え ら れ る 1 1 。  

 

２ ．「 協 議 会 」 で の 議 論 と 活 動  

２ － １  ロ ン ド ン 合 同 ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ 委 員 会 の 創 設  

「 ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ の た め の 大 学 間 協 議 会 」 は ， 第 一 次 大 戦 末 期 に ， す で に 始 ま っ

て い た 国 家 の 再 建 計 画 が 社 会 全 体 で 議 論 さ れ る な か で 創 設 さ れ た 。 第 一 次 世 界 大 戦 で は ，

そ れ ま で の 戦 争 と は 異 な り ， 国 力 を 戦 争 に 向 け て 動 員 す る 総 力 戦 体 制 が 構 築 さ れ た 。 前 線

と 銃 後 が 一 体 化 し ， 国 民 全 体 が 直 接 戦 争 の 影 響 を 受 け た 。 と く に ロ ン ド ン は ， 空 爆 を 受 け

る な ど 戦 争 の 影 響 を 直 接 受 け た 。  

第 一 次 世 界 大 戦 は 1 9 1 8 年 1 1 月 に 終 戦 を 迎 え る が ， そ の 前 年 の 1 9 1 7 年 に ロ ン ド ン に

お い て ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ に 関 す る 調 査 が 実 施 さ れ た 。 こ の 調 査 結 果 を 受 け て ， ロ ン ド

ン に あ っ た ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ 学 科 等 を も つ 大 学 が「 ロ ン ド ン 合 同 ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ

委 員 会 ( t h e  L o n d o n  J o i n t  S o c i a l  S t u d i e s  C o m m i t t e e ) 」 を 同 年 に 組 織 し た の で

あ る 。そ の 中 心 人 物 は ，ロ ン ド ン 経 済 学 ス ク ー ル の ア ー ウ ィ ッ ク ( E .  J .  U r w i c k ) で あ っ

た 。  

ロ ン ド ン 合 同 ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ 委 員 会 は ， 戦 後 に 生 じ る 社 会 問 題 を 扱 う 講 義 コ ー ス

を 開 設 し た り ，集 会 を 開 い た り し た 。こ う し た な か ，第 2 回 集 会 に お い て ，ロ ン ド ン に 限

定 し な い ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ の 全 国 組 織 を 立 ち 上 げ る こ と が 提 案 さ れ た 。 こ の 提 案 を 受

け て ， 同 委 員 会 を 全 国 か ら の 代 表 者 で 構 成 さ れ る フ ォ ー マ ル な ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ の 団

体 と す る こ と が 決 定 し た 1 2 。「 ロ ン ド ン 合 同 ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ 委 員 会 」は ，全 国 組 織

と な る べ く ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ 学 科 等 を も つ 大 学 や ユ ニ バ ー シ テ ィ ・ カ レ ッ ジ に 会 議 の

開 催 を 呼 び か け た の で あ る 。  

 

２ － ２  大 学 間 協 議 会 の 誕 生  

1 9 1 8 年 4 月 2 7 日 土 曜 日 ， ロ ン ド ン 経 済 学 ス ク ー ル に お い て 第 1 回 の 会 議 が 開 催 さ れ

た 。 集 ま っ た の は ， 各 大 学 の 代 表 者 た ち や そ こ で ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ に か か わ る 者 た ち

で あ り ， 合 計 で 1 6 名 で あ っ た 。 ア ー ウ ィ ッ ク が 発 議 し ， ブ リ ス ト ル 大 学 の レ オ ナ ル ド

( L e o n a r d ) が 支 持 し て ，バ ー ミ ン ガ ム 大 学 の ア シ ュ リ ー が 議 長 と な っ た 。議 論 の 後 ，恒 久

的 な 組 織 と し て 「 ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ の た め の 大 学 間 協 議 会 」 の 設 立 が 提 案 さ れ ， 承 認

さ れ た 。  

第 1 回 会 議 で 決 議 さ れ た「 協 議 会 」を 構 成 す る 大 学 は ， ロ ン ド ン 大 学 ，ア ー ム ス ト ロ ン

グ・カ レ ッ ジ ( ニ ュ ー カ ッ ス ル ) ，バ ー ミ ン ガ ム 大 学 ，ブ リ ス ト ル 大 学 ，リ ー ズ 大 学 ，リ バ

プ ー ル 大 学 ， マ ン チ ェ ス タ 大 学 ， そ し て ス コ ッ ト ラ ン ド の エ デ ィ ン バ ラ 大 学 と グ ラ ス ゴ ー

大 学 ，ウ ェ ー ル ズ 連 合 大 学 の ア ベ リ ス ト ウ ィ ス・カ レ ッ ジ ，ス ウ ォ ン ジ ー・ユ ニ バ ー シ テ ィ・

カ レ ッ ジ で あ っ た 1 3 。こ れ ら 大 学 は ，す で に な ん ら か の か た ち で ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ 学

科 を 設 置 ，あ る い は ソ ー シ ャ ル・ワ ー カ ー の 養 成 を お こ な っ て い た 。ソ ー シ ャ ル・ワ ー カ ー

の 養 成 は ， 当 時 ， 大 学 以 外 の 教 育 機 関 も 担 っ て い た 。 し か し ， 勅 許 状 を も ち 学 位 授 与 権 を

有 す る 「 大 学 」 も し く は ユ ニ バ ー シ テ ィ ・ カ レ ッ ジ 以 外 は 「 協 議 会 」 の 正 規 の メ ン バ ー と

さ れ な か っ た 。ま た「 協 議 会 」を 構 成 し た の は ，ロ ン ド ン 大 学 と 2 0 世 紀 に な っ て 大 学 に 昇

格 し た い わ ゆ る「 旧 市 民 大 学 」で あ っ た 。ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学 や オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大 学 と い っ
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た 伝 統 的 な 大 学 は 正 規 の メ ン バ ー で は な か っ た 。 こ の 他 に も ， 代 表 を 送 る 大 学 あ る い は ユ

ニ バ ー シ テ ィ ・ カ レ ッ ジ は ， 年 間 2 ギ ニ ー の 会 費 を 支 払 う こ と が 決 め ら れ た 1 4 。  

大 学 の み を 構 成 員 と し た 協 議 会 の よ う な 大 学 間 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 は ， 大 学 史 と い う 視

点 で み れ ば ， こ の 頃 か ら み ら れ る よ う に な っ て い た 。 具 体 的 に は ， 特 定 の 領 域 の 共 通 に 抱

え る 問 題 を 協 議 す る 場 を 年 に 数 回 も つ 任 意 団 体 を 組 織 し 大 学 同 士 で 連 携 す る よ う に な っ て

い た 。例 え ば ， 1 9 1 3 年 に イ ギ リ ス 帝 国 大 学 事 務 局 が 創 設 さ れ た し ，「 協 議 会 」よ り も 後 に

は な る が 1 9 1 9 年 に 大 学 教 師 協 会 が 結 成 さ れ て い る 。 ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ の た め の 大 学

間 協 議 会 も こ う し た 大 学 間 の ネ ッ ト ワ ー ク 形 成 の 流 れ の な か に あ る も の で あ っ た 。  

 

２ － ３  「 協 議 会 」 の 組 織  

「 ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ の た め の 大 学 間 協 議 会 」 は ， 設 立 か ら 1 9 3 5 年 ま で は 明 確 な 規

約 等 も な く ， ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ 学 科 等 を も つ 関 係 の 大 学 が ゆ る や か に む す び つ く 任 意

団 体 で あ っ た 。   

次 に 「 協 議 会 」 の 組 織 に つ い て

み て い く 。「 協 議 会 」に は ，下 部 組

織 等 は な か っ た 。 折 々 に 小 委 員 会 が

組 織 さ れ た 。「 協 議 会 」に は ，議 長 と

事 務 局 長 が お か れ た 。表 1 は ，歴 代

の 議 長 を 示 し て い る 。 議 長 は い ず れ

も ， 大 学 人 が 務 め た 。 議 長 を 輩 出 し

た の は ， 早 く か ら ソ ー シ ャ ル ・ ス タ

デ ィ 学 科 等 を 開 設 し ， ソ ー シ ャ ル ・

ワ ー カ ー の 養 成 を お こ な っ て い た

バ ー ミ ン ガ ム 大 学 ， ロ ン ド ン 経 済 学

ス ク ー ル ，リ バ プ ー ル 大 学 で あ っ た 。

初 代 議 長 の ア シ ュ リ ー は ， バ ー ミ ン

ガ ム 大 学 商 学 部 の 設 置 に 尽 力 し ， Ｗ

Ｅ Ａ に よ る 労 働 者 成 人 教 育 も 支 援 し

た 人 物 で あ っ た 。  

一 方 ， 事 務 局 長 は 大 学 人 以 外 が 務

め た 。 最 初 の 事 務 局 長 は ， ウ ッ ド ブ

ルッ ク のヒ ー ス ( S t .  G .  H e a t h ) で

あ っ た 。 ヒ ー ス は ， ウ ッ ド ブ ル ッ ク  

で バ ー ミ ン ガ ム 大 学 と 連 携 し て ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 を お こ な っ て い た 。 そ の 彼 が

急 逝 し た た め 1 9 1 9 年 1 月 か ら 彼 の あ と を 引 き つ い た の は ， エ リ ザ ベ ス ・ マ カ ダ ム

( E l i z a b e t h  M a c a d a m ) で あ っ た 。 彼 女 は ， 1 9 0 4 年 に リ バ プ ー ル 大 学 が ヴ ィ ク ト リ ア 女

性 セ ツ ル メ ン ト と 連 携 し て ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 を 開 始 し た 当 初 か ら 同 コ ー ス に 携

わ っ て い た 人 物 で あ る 。1 9 1 0 年 か ら は リ バ プ ー ル 大 学 の 講 師 も 務 め た 。事 務 局 長 は ，ソ ー

シ ャ ル ・ ワ ー カ ー 養 成 教 育 に 尽 力 し て お り ， か つ 現 場 を よ く 理 解 し て い た 人 物 が 務 め た 。  

次 に ，「 協 議 会 」 の 財 政 に つ い て み て い く 。「 協 議 会 」 は 大 学 か ら の 年 会 費 に よ り 運 営 さ

れ た 。1 9 3 3 年 の 会 計 報 告 書 に よ れ ば ，収 入 の 大 半 は 1 5 大 学 か ら の 年 会 費 で あ っ た 。し か

も そ れ は ， わ ず か 3 2 ポ ン ド 1 1 シ リ ン グ で あ っ た 。 そ の た め ， 借 入 金 ( 使 用 料 の た め に 事

務 局 長 か ら 借 入 ) 5 ポ ン ド や 残 高 借 越 7 ポ ン ド 1 1 シ リ ン グ 9 セ ン ト が あ っ た 。 一 方 支 出

は ， 郵 送 費 1 1 ポ ン ド 8 シ リ ン グ 9 セ ン ト ， 賃 借 料 1 0 ポ ン ド ， 残 高 借 越 分 の 支 払 い 9 ポ

ン ド 5 シ リ ン グ 5 ペ ン ス ，印 刷 費・事 務 用 品 費 6 ポ ン ド 1 8 シ リ ン グ 7 セ ン ト ，国 際 連 携

6 ポ ン ド ， そ し て 銀 行 等 の 手 数 料 で あ っ た 。 収 入 ・ 支 出 は い ず れ も 合 計 で 4 2 ポ ン ド 2 シ

リ ン グ 9 セ ン ト で あ っ た 1 5 。「 協 議 会 」は わ ず か な 経 費 で 運 営 さ れ て お り ，赤 字 の 状 態 に

あ っ た こ と が わ か る 。  

期間

ウィリアム・アシュリー卿 Sir W. Ashley

アーウィック教授 Prof. E. Urwick

フランク・ティリヤード教授 Prof. F. Tillyard

ミューアヘッド教授 Prof. J. H. Muirhead

カー=ソンダース教授 Prof. Carr-Saunders

フランク・ティリヤード教授 Prof. F. Tillyard

ストックス教授 Prof. J. L. Stocks

1921.1.29
　　　-1923.2.17

1919.10.25
　　　-1920.11.6

1918.4.27
　　　-1919.1.11

バーミンガム大学商学部教授(商業法)

マンチェスター大学哲学教授

1932.10.29
　　　-1935.7.13

1930.1.25
　　　-1932.7.2

1925.10.24
　　　-
1929.10.19

1923.7.11
　　　-1925.7.2

リバプール大学社会科学教授

名前・所属

バーミンガム大学商学部教授

ロンドン経済学スクール、社会科学/行政学科ディレクター

バーミンガム大学商学部教授(商業法)

バーミンガム大学　哲学教授

表 １  「 協 議 会 」 の 議 長  

戦間期イギリスにおける「ソーシャル・スタディのための大学間協議会」での議論 
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２ － ４  「 協 議 会 」 の 議 論 と 活 動  

「 協 議 会 」は ，1 9 1 8 年 か ら 1 9 3 5 年 ま で に 合 計 で 5 4 回 会 合 を 開 催 し て い る 。表 2 に 示

し た よ う に ， 1 9 2 3 年 か ら 2 5 年 ま で の 3 年 間 で は あ る が ，年 3 ～ 4 回 の 会 合 を 主 と し て ロ

ン ド ン 経 済 学 ス ク ー ル で 開 催 し て お り ， 関 連 す る さ ま ざ ま な 問 題 に つ い て 議 論 し て い た こ

と が わ か る 。  

表 2  「 協 議 会 」 の 会 合  

 

場所
議
長 内容

ペー
ジ数

14 2月17日 LSE

テ
ィ

リ

ヤ
ー

ド

教
授

Election of  Chairman
Interview with Sir Stanley Leathers, of Civil Service Commission
Degree Course in Social Study

84

15 7月11日 LSE

Arts Degree in Social Study
Reports from Universities
Finance

86

16 10月20日 LSE

Reports from Universities
Revision of Leaflet
Report of Sub-Committee on Degree Courses in Social Study

88

17 3月22日 LSE
Report of Sub-Committee on Degree Course in Social Study
Reaflet on "Social Work as a Career"

90

18 6月28日
Barnett
House

Publication of Leaflet
Publication of Report
Request from the Research Committee of the Eugenics Education
Society
International Red Cross Training Movement
Proporsal of Summer School for Social Workers
Publicity for Social Training
Reports from Universities
Facilities of Study for Public Administration

91

19 10月11日 LSE

ジ
ュ
ー

ン
ズ

教
授

(

代
理

)
Bussiness arising from Minutes
Death of Professor Seth
Social Training Section of International Conference on Social Work,
Paris July 1925
Visit of Delegates to London, July 1925
Arrangements for absence of Honorary Secretary in America
Report on Publications
Pressreport
Draft scheme on the training of Women Police

93

20 1月31日 LSE

Death of Miss Christie
Vecancies on the Council
Social Training Section of International Conference on Social Work,
Paris July 1925
Publicity
Training for Hospital Almoners
Reports from Universities
Hon. Secretary's Report
Regulations for Training of Health Visitors

97

21 3月21日 LSE

Conference with Hospital Almoners
Conference with Wlfare Workers
Regulations for Training of Health Visitors

99

22 7月2日 LSE

Report of First Meeting of Joint Coommittee on training in Hospital
Social Service
Training for Women Police
Extension of Probation Training
Regulations for training of Health Visitors
International Conference on Social Work and Social Training (Red
Cross)
Reports received from Schools of Scoial Study

101

23 10月24日 LSE

カ
ー

=
ソ
ン
ダ
ー

ス
教
授

New Members
Proposed Conference on Training for Mental Welfare Work
New Member of Council
Report of work of Joint Committee on Hospital Social Service
Procedure with regard to Report of Coomiittee
Probation Work
Publications and press
Headmistresses' Association
Finance

109

開催日

1
9
2
3

1
9
2
4

1
9
2
5

ミ
ュ
ー

ア
ヘ
ッ

ド
教
授

ミ
ュ
ー

ア
ヘ
ッ

ド
教
授
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設 立 当 初 の 会 合 で 議 論 さ れ た 協 議 会 の 活 動 内 容 は ， 各 大 学 で お こ な わ れ て い る ソ ー シ ャ

ル・ス タ デ ィ 学 科 の 活 動 を 調 整 し ，発 展 さ せ る こ と に あ っ た 。「 協 議 会 」は こ の 課 題 に 取 り

組 む べ く ， 小 委 員 会 を 組 織 し ，議 論 を お こ な っ た 。そ れ ら の 成 果 は ，設 立 か ら 3 年 の う ち

に 次 の 4 つ の 報 告 書 と し て 示 さ れ た 。「 工 場 や 作 業 所 に お け る 福 祉 監 督 官 の 選 任 と 養 成 」，

「 大 学 に お け る ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ と 養 成 」，「 大 学 に お け る ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ・コ ー

ス と 補 習 学 校 の 教 員 養 成 」，「 大 学 に お け る 工 業・商 業 領 域 の 福 祉 職 の た め の 訓 練 」で あ る 。

「 協 議 会 」 で 中 心 的 な 役 割 を 果 た し た リ バ プ ー ル 大 学 と バ ー ミ ン ガ ム 大 学 は ソ ー シ ャ ル ・

ス タ デ ィ 学 科 を ， ロ ン ド ン 経 済 学 ス ク ー ル は 社 会 福 祉 行 政 学 科 を す で に 設 け て い た 。 こ れ

ら 報 告 書 で は ， 大 学 で の 実 践 を 踏 ま え て ， 他 の 養 成 機 関 と は 異 な る 大 学 で の ソ ー シ ャ ル ・

ス タ デ ィ 並 び に ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 の 在 り 方 を 具 体 的 に 明 示 し よ う と す る も の で

あ っ た 。  

あ わ せ て ， 公 的 扶 助 ， 公 衆 衛 生 ， 住 宅 ， お よ び 教 育 と い っ た 領 域 に 関 係 す る 地 方 自 治 行

政 機 関 で 働 く こ と を 希 望 す る 人 た ち を 対 象 と し た 教 育 資 格 や 訓 練 を 改 善 す る こ と が 望 ま し

い と い う 見 解 を 復 興 省 や 地 方 当 局 の 代 表 者 に 対 し て 示 す こ と が 決 め ら れ た 1 6 。 イ ギ リ ス

で は 1 9 世 紀 末 か ら 2 0 世 紀 初 頭 に か け て 相 互 扶 助 や チ ャ リ テ ィ と い っ た 民 間 福 祉 と 地 方 当

局 に よ る 福 祉 が 進 展 し た 。 民 間 企 業 に よ る 工 場 等 で の 組 織 的 な 福 利 給 付 ， 労 働 組 合 や 生 活

協 同 組 合 に よ る 共 済 ， 地 方 当 局 に よ る 教 育 や 医 療 の 支 援 な ど 多 様 な 担 い 手 が 福 祉 を 提 供 し

た 。 福 祉 の 提 供 に か か わ る 援 助 者 で あ る ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 訓 練 の 改 善 は ， 社 会

的 な 課 題 で あ っ た 。 特 に ， 第 一 次 大 戦 期 に 福 祉 職 が 増 加 し た こ と で ， 教 育 訓 練 を 受 け る こ

と な く そ う し た 職 に つ い た ワ ー カ ー た ち の こ と が 問 題 視 さ れ て い た 。  

協 議 会 は ， 大 学 が 他 の 教 育 機 関 と は 異 な り ， 理 論 と 実 践 の 両 方 を 含 む 知 的 訓 練 を 提 供 す

る こ と に よ っ て ， 広 い 視 野 を も ち 社 会 理 論 を 理 解 で き る 人 材 を 輩 出 で き る 点 を 強 調 し た 。

産 業 史 ， 経 済 学 ， 社 会 政 治 哲 学 ， 健 康 と 衛 生 ， 心 理 学 ， 行 政 学 ， 統 計 基 礎 ， 産 業 法 ， 経 営

組 織 論 ， 産 業 構 造 と 産 業 問 題 と い っ た 科 目 の 講 義 ， チ ュ ー ト リ ア ル で の 個 別 指 導 ， そ し て

現 場 経 験 を も つ 教 員 の も と で の 実 習 ，こ の ３ つ を 組 み 合 わ せ 2 年 間 の コ ー ス と す る こ と で

他 の 機 関 と の 差 異 化 を 図 り ， そ こ に 大 学 が ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 を 担 う 意 義 を 見 出

し た 。 こ の こ と は ， ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 を 主 と し た ソ ー シ ャ ル ・ ス タ デ ィ 学 科 を

大 学 に お け る 学 位 コ ー ス へ 改 編 し ， よ り 高 度 な 教 育 ・ 研 究 を お こ な う 学 科 へ と そ の 質 の 向

上 を 目 指 す 方 向 へ と「 協 議 会 」が 向 か う こ と に つ な が っ て い っ た 。「 協 議 会 」で は ，学 位 コ ー

ス 化 を 議 論 す る 小 委 員 会 が 組 織 さ れ ，議 論 が 重 ね ら れ た 。1 9 2 4 年 3 月 2 2 日 の 会 合 に 小 委

員 会 か ら 報 告 書 が 提 出 さ れ ，承 認 さ れ た 。し か し な が ら ，最 後 に「 既 存 の デ ィ プ ロ マ・コ ー

ス に と っ て 代 わ る こ と を 意 図 す る も の で は な い 」 と の 文 言 が 付 加 さ れ る な ど 学 位 コ ー ス 化

は 容 易 な こ と で は な か っ た 1 7 。 実 際 に ， バ ー ミ ン ガ ム 大 学 で さ え ， 学 位 コ ー ス と な る の

は 第 2 次 大 戦 後 の 1 9 4 5 年 ま で 待 た な け れ ば な ら な か っ た 。  

も う 一 つ ，「 協 議 会 」が ソ ー シ ャ ル・ワ ー カ ー の 訓 練 に お い て 積 極 的 に 議 論 し て し た の は ，

よ り 専 門 化 し た ソ ー シ ャ ル ・ワ ー カ ー の 養 成 で あ っ た 。表 2 で 示 し た よ う に 議 事 録 を み る

と ， プ ロ ベ ー シ ョ ン ・ サ ー ビ ス ， ヘ ル ス ・ ビ ジ タ ー ， 病 院 ア ル モ ナ ー ， 精 神 福 祉 と い っ た

領 域 で の ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 が 議 題 と し て 取 り 上 げ ら れ て お り ， そ れ ら ソ ー シ ャ

ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 に 積 極 的 で あ っ た こ と が わ か る 。 以 下 で 具 体 的 に み て い く 。  

( 1 ) プ ロ ベ ー シ ョ ン ・ サ ー ビ ス を め ぐ る 議 論 と 活 動  

プ ロ ベ ー シ ョ ン ・ サ ー ビ ス は ， 表 2 で 示 し た よ う に 1 9 2 5 年 か ら 2 6 年 に か け て 集 中 的

に 議 論 が な さ れ て い る 。 イ ギ リ ス の プ ロ ベ ー シ ョ ン ・ サ ー ビ ス と は ， 保 護 観 察 と 訳 さ れ る

こ と も あ る が ， 日 本 の 保 護 観 察 の 定 義 よ り も 広 く ， 犯 罪 者 の 改 善 や 更 生 を 図 り ， 再 犯 を 防

止 す る 具 体 的 な 取 り 組 み も 含 む 。  

ま ず は イ ギ リ ス に お け る プ ロ ベ ー シ ョ ン・サ ー ビ ス の 状 況 を 概 説 す る 。プ ロ ベ ー シ ョ ン・

サ ー ビ ス は 1 8 8 0 年 代 に 法 制 化 さ れ ， 犯 罪 者 の 更 生 保 護 が 公 的 に お こ な わ れ る こ と と な っ

た 。プ ロ ベ ー シ ョ ン・サ ー ビ ス を 実 際 に お こ な う の は ，プ ロ ベ ー シ ョ ン・オ フ ィ サ ー ( 保 護

観 察 官 と 訳 さ れ る こ と も あ る ) で あ る 。プ ロ ベ ー シ ョ ン・オ フ ィ サ ー は ，1 9 0 7 年 の 犯 罪 者

戦間期イギリスにおける「ソーシャル・スタディのための大学間協議会」での議論 
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プ ロ ベ ー シ ョ ン 法（ t h e  O f f e n d e r  P r o b a t i o n  A c t ）に そ の 業 務 内 容 が 規 定 さ れ た 。プ

ロ ベ ー シ ョ ン 対 象 者 を 定 期 的 に 訪 問 し ， 面 談 を 通 し て 彼 ら の 生 活 態 度 や 彼 ら が 命 令 を 遵 守

し て い る か を 把 握 し そ れ ら を 裁 判 所 に 報 告 す る こ と と ， プ ロ ベ ー シ ョ ン 対 象 者 に 助 言 を し

た り ， 支 援 を し た り す る こ と ， 例 え ば 必 要 が あ れ ば 職 を 与 え る こ と ま で も が そ の 職 務 と さ

れ た 。 内 務 省 は 1 9 2 0 年 に 「 プ ロ ベ ー シ ョ ン ・ オ フ ィ サ ー の 養 成 ， 任 用 ， 報 酬 に 関 す る 審

議 会 ( t h e  D e p a r t m e n t a l  C o m m i t t e e  o n  t h e  T r a i n i n g ,  A p p o i n t m e n t  a n d  

P a y m e n t  o f  P r o b a t i o n  O f f i c e r ) 」 を 設 置 し ， 1 9 2 2 年 に 報 告 書 を ま と め た 。 こ の 報

告 を 受 け て ，1 9 2 5 年 刑 法 改 正 時 に プ ロ ベ ー シ ョ ン・オ フ ィ サ ー の 任 用 義 務 が 定 め ら れ た 。

こ の よ う に 1 9 2 0 年 代 は ， プ ロ ベ ー シ ョ ン 制 度 の 整 備 と プ ロ ベ ー シ ョ ン ・ オ フ ィ サ ー の 専

門 職 化 及 び 地 位 の 安 定 が め ざ さ れ ， 一 定 程 度 の 実 現 を み た 時 期 で あ っ た 1 8 。  

こ う し た な か「 協 議 会 」は ，こ の 内 務 省 に 代 表 団 を 送 り ，資 料 ( m e m o r a n d u m ) を 提 出 し

プ ロ ベ ー シ ョ ン・オ フ ィ サ ー の 養 成 に 関 す る 提 案 を お こ な っ た 1 9 。「 協 議 会 」の 代 表 者 は ，

議 長 と 事 務 局 長 を 含 む 5 名 で あ っ た 。そ の 際 ，「 協 議 会 」は プ ロ ベ ー シ ョ ン・オ フ ィ サ ー が

治 安 判 事 と 協 同 で プ ロ ベ ー シ ョ ン ・ サ ー ビ ス を お こ な う こ と が 重 要 で あ る と 考 え ， 治 安 判

事 協 会 に 手 紙 を 送 り 働 き か け る こ と も お こ な っ た 。「 協 議 会 」は ，治 安 判 事 協 会 と の 会 合 を

開 き ， 議 論 し て い る 。 そ し て そ こ で ， プ ロ ベ ー シ ョ ン ・ オ フ ィ サ ー の 養 成 に つ い て 最 良 の

合 意 を 得 ら れ た と い う 。  

「 協 議 会 」は ，1 9 3 1 年 か ら 実 施 さ れ た 内 務 省 に よ る プ ロ ベ ー シ ョ ン・オ フ ィ サ ー の 養 成

に 関 与 し た 。 具 体 的 に は ， バ ー ミ ン ガ ム 大 学 ， リ バ プ ー ル 大 学 ， ロ ン ド ン 経 済 学 ス ク ー ル

の 3 大 学 の ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ 学 科 に お け る 2 年 間 養 成 課 程 に 志 願 者 を 送 り ，実 習 先 に

警 察 裁 判 所 な ど の プ ロ ベ ー シ ョ ン ・ サ ー ビ ス の 活 動 場 所 を 確 保 し た 。  

プ ロ ベ ー シ ョ ン ・ オ フ ィ サ ー の 養 成 の 伸 展 は ， 大 学 で 養 成 す る ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の

専 門 職 化 を 目 指 す 「 協 議 会 」 と ， プ ロ ベ ー シ ョ ン ・ オ フ ィ サ ー の 専 門 職 化 ・ 地 位 の 向 上 を

図 り た い 内 務 省 の 要 望 と が 一 致 し た そ の 結 果 に よ る も の で あ っ た 。  

 

( 2 ) 医 療 サ ー ビ ス に 関 す る 議 論 と 活 動  

医 療 領 域 の 活 動 に つ い て も 数 多 く の 議 論 が 展 開 さ れ て い る 。「 協 議 会 」は ， 1 9 2 5 年 か ら

2 6 年 に か け て ヘ ル ス・ビ ジ タ ー の 養 成 を 協 議 し て い る 。ヘ ル ス・ビ ジ タ ー と は ，い ろ い ろ

に 訳 さ れ る が ，訪 問 保 健 師 と 訳 さ れ る こ と が 多 い 。初 期 の ヘ ル ス・ビ ジ タ ー は ，1 9 世 紀 末

か ら 2 0 世 紀 初 頭 に か け て ，マ ン チ ェ ス タ ，グ ラ ス ゴ ー ，ブ ラ イ ト ン と い っ た 都 市 部 を 中 心

に 公 衆 衛 生 行 政 の 一 環 と し て 地 方 当 局 に 任 用 さ れ た 職 員 で あ る 。 彼 ら は ， 5 歳 ま で の 乳 幼

児 の い る 家 庭 を 訪 問 し ， 育 児 法 を 啓 蒙 し た り ， 家 庭 の 衛 生 状 態 の 改 善 を 図 っ た り ， 結 核 の

予 防 対 策 を お こ な っ た り ， 学 校 ナ ー ス と 連 携 し て 麻 疹 や 百 日 咳 な ど の 看 護 法 を 伝 え た り す

る 役 割 を 担 っ た 。  

1 9 1 9 年 に 保 健 省 ( t h e  M i n i s t r y  o f  H e a l t h ) が 組 織 さ れ ， 同 省 が 医 療 や 保 健 に か か

わ る 事 項 を 所 管 す る こ と と な っ た 。 次 い で 1 9 2 5 年 以 降 ， ヘ ル ス ・ ビ ジ タ ー 養 成 規 則 が 改

正 さ れ ， ヘ ル ス ・ ビ ジ タ ー の 養 成 は 保 健 省 が 担 う こ と と な っ た 。 こ う し た 動 き を 受 け て ，

「 協 議 会 」 で は 改 正 さ れ た 規 則 に つ い て 議 論 を し た り ， 保 健 省 と 話 し 合 い を お こ な っ た り

し た 。 ヘ ル ス ・ ビ ジ タ ー 養 成 規 則 に つ い て は ， 社 会 経 済 学 や 社 会 問 題 と い っ た 科 目 が 下 位

科 目 に 位 置 づ け ら れ た こ と を 批 判 し ， 保 健 省 に そ れ ら 科 目 の 重 要 性 を 示 し ， か つ 大 学 で の

養 成 で は 規 則 で 定 め る 取 り 扱 い は し な い こ と が 決 議 さ れ た 2 0 。「 協 議 会 」は ，ヘ ル ス・ビ

ジター 協 会 ( t h e  A s s o c i a t i o n  o f  H e a l t h  V i s i t o r s ) と連 携 して 保 健 省 に働 きかけ ，

ヘ ル ス ・ ビ ジ タ ー 養 成 教 育 の 改 善 に 取 り 組 ん だ 。  

1 9 2 5 年 か ら 2 6 年 に か け て ，病 院 ア ル モ ナ ー や 病 院 で の ソ ー シ ャ ル・サ ー ビ ス に つ い て

議 論 が 展 開 さ れ て い る 。病 院 ア ル モ ナ ー は ，1 8 世 紀 に 慈 善 組 織 協 会 で 導 入 さ れ た 入 院 患 者

資 格 の 適 否 を 判 断 す る ア ル モ ナ ー か ら 派 生 し た 。 病 院 ア ル モ ナ ー は ， 病 院 の 入 院 患 者 を 対

象 と し た 相 談 活 動 等 を お こ な っ た 。 1 8 9 5 年 に メ ア リ ー ・ ス テ ュ ア ー ト ( M a r y  S t e w a r t )

が ロ ン ド ン の ロ イ ヤ ル ・ フ リ ー 病 院 で は じ め て 病 院 ア ル モ ナ ー と な っ た と い う 。  
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「 協 議 会 」 は ， 1 9 2 5 年 1 月 の 会 合 で ロ ン ド ン 病 院 ア ル モ ナ ー 協 会 と 連 携 し ， 小 委 員 会

を 組 織 し て ， 病 院 で の ソ ー シ ャ ル ・ サ ー ビ ス に つ い て 協 議 し ， 報 告 書 に ま と め る こ と と し

た 。 そ の 際 ， 保 健 省 や 精 神 衛 生 協 会 ( t h e  A s s o c i a t i o n  o f  M e n t a l  H y g i e n e ) な ど の

関 係 団 体 の 代 表 者 も 加 え た 会 議 を 開 催 す る こ と と し た 2 1 。 小 委 員 会 は ， 3 回 の 会 合 を 経

て ，報 告 書 を ま と め ，「 協 議 会 」に 提 出 し た 。病 院 ア ル モ ナ ー 協 会 は ，大 学 で の デ ィ プ ロ マ

が 病 院 ア ル モ ナ ー に 必 要 で あ る と の 認 識 を も つ よ う に な り ， 大 学 と 連 携 す る こ と を 決 定 し

た 。 バ ー ミ ン ガ ム 大 学 で は ， ア ル モ ナ ー 協 会 ( t h e  I n s t i t u t e  o f  A l m o n e r s ) と 連 携 し

て 病 院 ア ル モ ナ ー を 養 成 し て お り ，1 4 カ 月 の 実 習 を 組 み 込 ん で い た 。バ ー ミ ン ガ ム 大 学 で

は 1 9 3 0 年 代 に 1 8 名 が 学 ん だ と い う 2 2 。  

そ の 他 に も 1 9 2 5 年 か ら 精 神 福 祉 中 央 協 会 と 共 同 で 精 神 福 祉 ワ ー カ ー の 養 成 に 取 り 組 み

始 め た 。 1 9 2 7 年 に は 児 童 相 談 協 議 会 を 組 織 し ， イ ギ リ ス で の 精 神 医 学 ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー

カ ー の 養 成 を 推 進 し た 。  

こ こ ま で ，「 協 議 会 」で の 中 心 的 な 議 論 と 活 動 と し て ソ ー シ ャ ル・ワ ー カ ー の 専 門 職 化 と

そ の 養 成 に つ い て み て き た 。 そ れ 以 外 に も 「 協 議 会 」 で つ ね に 議 論 さ れ 続 け た 課 題 が あ っ

た 。 そ れ は ， ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 地 位 の 向 上 で あ る 。 例 え ば ， ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー

の 俸 給 が し ば し ば 議 題 と な っ た 。 ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 地 位 の 向 上 は ， ソ ー シ ャ ル ・ ス

タ デ ィ 学 科 で の 教 育 の 質 や 水 準 の 向 上 と も 結 び つ い て い た 。 と い う の も ， ソ ー シ ャ ル ・ ス

タ デ ィ を 冠 し な が ら も ， そ の 実 態 が 外 部 機 関 と 連 携 し た さ ほ ど 社 会 的 地 位 の 高 く な い ソ ー

シ ャ ル ・ ワ ー カ ー 養 成 教 育 で あ っ た こ と は ， 大 学 教 育 と い う 観 点 で み れ ば ， 各 大 学 の ソ ー

シ ャ ル ・ ス タ デ ィ 学 科 等 が 依 然 と し て 構 外 教 育 ・ 成 人 教 育 活 動 に 位 置 づ け ら れ ， 大 学 教 育

の 周 縁 に と ど ま る こ と に つ な が っ た 。 第 一 学 位 の 授 与 に は ， 学 部 学 科 に よ る 正 規 の 大 学 教

育 へ の 位 置 づ け ， 大 学 単 独 で の カ リ キ ュ ラ ム ， 質 の 高 い 教 員 ， 教 育 組 織 等 の 再 編 が 必 要 で

あ っ た 。学 位 授 与 は 最 後 ま で 課 題 で あ り 続 け た 。こ う し た 状 況 の な か「 協 議 会 」は ，1 9 3 6

年 に 改 称 し ， ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 か ら 公 共 政 策 に 焦 点 を 当 て た団 体 と な っ た 。 こ

の 点 か ら も 1 9 3 5 年 ま で を 「 協 議 会 」 の 第 1 期 と み る こ と が で き る 。 そ れ は ， 大 学 が ソ ー

シ ャ ル ・ ス タ デ ィ を 取 り 入 れ ， 大 学 同 士 で 連 携 し て 地 域 社 会 と か か わ り ， 一 定 の 役 割 を 果

た し た 事 例 と み る こ と が で き よ う 。  

 

お わ り に  

本 稿 で は ，「 ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ の た め の 大 学 間 協 議 会 」を 取 り 上 げ ，そ の 議 事 録 の 分

析 を 中 心 に ， そ こ で の 議 論 と 活 動 を 明 ら か に す る こ と を 試 み た 。 イ ギ リ ス に お け る 大 学 で

の ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ は ，2 0 世 紀 初 頭 に リ バ プ ー ル 大 学 ，ロ ン ド ン 経 済 学 ス ク ー ル ，そ

し て バ ー ミ ン ガ ム 大 学 か ら 始 ま っ た 。 民 間 福 祉 と 国 家 福 祉 が 相 俟 っ て 福 祉 社 会 が 拡 大 し て

い く な か で 大 学 で も ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 が お こ な わ れ た 。 バ ー ミ ン ガ ム 大 学 の 事

例 で は あ る が ，講 義 ，観 察 ，実 習 か ら な る 理 論 と 実 践 を 含 む デ ィ プ ロ マ・コ ー ス を 開 設 し ，

福 祉 領 域 の 高 度 な 知 識 と 技 術 を も っ た ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー を 輩 出 し た 。  

「 協 議 会 」は ，1 9 1 8 年 に ソ ー シ ャ ル・ス タ デ ィ を お こ な う 大 学 が 連 携 し て 共 通 す る 課 題

に つ い て 議 論 し ， 行 政 や 関 係 団 体 を 主 と し た 関 係 機 関 に 高 度 な 専 門 教 育 を 受 け た ソ ー シ ャ

ル ・ ワ ー カ ー の 重 要 性 を 示 し た 。 ま た そ う し た ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成 に ふ さ わ し い

教 育 に つ い て 議 論 し ， そ の あ り 方 を 調 整 し ， 各 大 学 に お け る ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 養 成

に つ な げ た 。 実 際 に ， プ ロ ベ ー シ ョ ン ・ オ フ ィ サ ー ， ヘ ル ス ・ ビ ジ タ ー ， 病 院 ア ル モ ナ ー

と い っ た こ の 時 期 に そ の 重 要 性 が 認 識 さ れ ， 専 門 職 団 体 が 組 織 さ れ ， 理 論 と 実 践 を 備 え た

人 材 の 育 成 と い う 社 会 的 要 請 に こ た え る か た ち で 大 学 が 連 携 し て 高 度 専 門 職 業 人 の 養 成 に

取 り 組 ん だ 事 例 と い え よ う 。  
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T h e  h i s t o r y  o f  S o c i a l  S t u d i e s  a t  U n i v e r s i t i e s  f r o m

1 9 1 8  t o  1 9 3 5  

－T h e  d i s c u s s i o n  a n d  a c t i v i t i e s  o f  t h e  J o i n t  U n i v e r s i t y

C o u n c i l  f o r  S o c i a l  S t u d i e s  －  

Ta k a k o  D O I
D e p a r t m e n t  o f  P r i m a r y  E d u c a t i o n ,  F a c u l t y  o f  E d u c a t i o n

O k a y a m a  U n i v e r s i t y  o f  S c i e n c e ,  
1 - 1  R i d a i - c h o ,  K i t a - k u ,  O k a y a m a  7 0 0 - 0 0 0 5 ,  J a p a n  

B y  e x a m i n i n g  t h e  M i n u t e s  o f  t h e  J o i n t  U n i v e r s i t y  C o u n c i l  f o r  S o c i a l
S t u d i e s ,  t h i s  a r t i c l e  e x p l o r e s  t h e  d i s c u s s i o n  a n d  a c t i v i t i e s  o f  t h e  J o i n t
U n i v e r s i t y  C o u n c i l  i n  s o c i a l  w e l f a r e .  T h e  J o i n t  U n i v e r s i t y  C o u n c i l  w a s
e s t a b l i s h e d  i n  1 8 1 8 .  T h e  C o u n c i l  c o n s i s t e d  o f  r e p r e s e n t a t i v e s  f r o m  t h e
u n i v e r s i t i e s  o f  B i r m i n g h a m ,  B r i s t o l ,  L i v e r p o o l ,  L o n d o n ,  a n d  s o  o n .  T h e
C o u n c i l  h e l d  t h e  m e e t i n g  s e v e r a l  t i m e s  a  y e a r .  A t  t h e  C o u n c i l ,  ‘ r e p o r t
o n  p r i n c i p a l s  u n d e r l y i n g  S o c i a l  S t u d y ’ ,  ‘ t h e  P r o b a t i o n  S e r v i c e ’ ,  ‘ t h e
t r a i n i n g  o f  t h e  H e a l t h  V i s i t o r s ’ ,  ‘ S o c i a l  S t u d y  i n  i t s  r e l a t i o n  t o
u n i v e r s i t y  d e g r e e  c o u r s e s ’ ,  ‘ t h e  s t a t u s  o f  s o c i a l  w o r k e r s ’  w e r e  p l a c e d  o n
t h e  a g e n d a .  T h e  C o u n c i l  c o - o p e r a t e d  w i t h  t h e  p r o f e s s i o n a l  a s s o c i a t i o n ,
e . g .  t h e  H o m e  o f f i c e ,  t h e  A s s o c i a t i o n  o f  H e a l t h  V i s i t o r s ,  t h e  C e n t r a l
A s s o c i a t i o n  f o r  M e n t a l  W e l f a r e .  T h e y  o r g a n i s e d  s u b - c o m m i t t e e  o r  h o l d  a
m e e t i n g  o r  r e p o r t e d  t h e  c o u r s e s  o f  s t u d y .  T h e  C o u n c i l  i m p r o v e d  i n  t h e
e d u c a t i o n a l  q u a l i f i c a t i o n s  o f  t h e  t r a i n i n g  f o r  p r o f e s s i o n a l  p o s i t i o n s
c o n n e c t e d  w i t h  t h e  s o c i a l  s e r v i c e s .

K e y w o r d s :  J o i n t  U n i v e r s i t y  C o u n c i l  f o r  S o c i a l  S t u d i e s ;  t r a i n i n g  f o r
s o c i a l  w o r k e r ;  a d u l t  e d u c a t i o n .  
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